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IP電話（インターネット電話）が最初に登場したのは1994年頃。当時のインターネット電話はパソコンをサーバに接続していなければならないという制約があり、手軽に使えるものではなかった。

2000年に総務省がIP電話サービスの本格的な普及に向けて研究会を発足し、昨年ガイドラインが決まった。そして、昨年１１月に「050」で始まる電話番号が総務省から付与したことにより、各プロバイダーが今年３月から本格的なＩＰ電話サービスを開始した。 

しかし、サービスは始まったばかりでユーザーには分かり難いことが多い。このサイトはユーザーの立場でＩＰ電話の疑問点について探っていこうというものです。
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　●ＩＰ電話とは？

ＩＰ電話とは簡単にいえばインターネットの回線を使う電話サービス。

　ＩＰとは「インターネットプロトコル」の略で、データを送るための決まり事。「インターネットフォン」の略じゃないんだよね。（笑）

インターネット電話はいくつかの方式（種類）があるが、各プロバイダーがこの春からサービスを開始する。ＩＰ電話は「phone to phone型」だ。

簡単にいえばパソコンを交わさずに電話と電話を結んで通話をするタイプなのだ。

一部のプロバイダーでは「PC to phone型」のサービスも続けているので間違えないようにしよう。

　●ＩＰ電話のしくみ 

一般の電話はＮＴＴの電話網を経由して音声信号を送っていたのに対し、ＩＰ電話はＩＰ網を経由して音声信号を送っているのだ。

「複雑そうだ」と思うかも知れないが、モデムが相手先の電話番号に応じて自動的に回線を選んでくれので普通にダイヤルするだけでＯＫだ。
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●メリットはあるの？ 

ＩＰ電話の一番のメリットは次の２点だろう。 

　　・通話料金が安い　　　　　　　
　　・０５０で始まる電話番号が付与される

■ 料　金　

電話網の場合は一通話が一つの回線を占有していたのに対し、ＩＰ網では一度に大量のデーターを送ることができるので通話料が安くなるというメリットがある。

・ＩＰ電話の通話料金

	同じ通信会社のユーザー間通話　
	無料

	一般電話への通話料金
	全国一律３分７円～８円　

	携帯への通話料金　
	NTT回線を使うので従来と同じ

（Yahoo! BB は20～25円/分）

	国際通話　
	地域により異なる。

（例）アメリカ１分９円


通話料金が安いのは嬉しいが、甘い話にはには必ず落とし穴がある。

それは、ブロードバンド回線と接続端末が必要なことだ。

・ＩＰ電話の月々の使用料　（@nifty・So-net・hi-hoの場合)

	初期費用
	５００円

	月額費用　
	２８０円（基本料）

	IP電話機能付き端末機器の
レンタル料
	モデム一体型：　780円/月

（従来のADSLモデム500円/月は不要）　

	
	ＴＡタイプ：　　３80円/月

（別途ADSLモデム500円/月が必要）


既にADSLを利用している人ならば月560円のプラスでＩＰ電話が利用できるので、

県外通話が多い家庭ならばすぐに元がとれるだろう。

たとえば、東京～横浜間で月７０分以上通話すれば得する。
しかし、インターネットの使用頻度が少ない人にとってはブロードバンド回線にすることには

無駄な出費といえる。

今、もっとも安いYahoo! BB のADSL回線でも１ヶ月に３，５４３円の使用料が必要なのだ。

■インターネットも利用する人

東京から名古屋（１００km以上）に４時間通話した場合の比較。

	
Yahoo! BB

	ＡＤＳＬ使用料　3,543円
	600円
	

	
	
	
	

	東京電話
	通話料金　4,320円


（2003年5月現在）　　　　
・東京電話 　　　　通話料金　1,458円 　　　　　　　　　　　（2003年5月現在）
ほとんどのプロバイダーはブロードバンド回線の付加価値としてＩＰ電話サービスを提供しているが、唯一「Yahoo! BB」ではインターネットを使わない人のためのコースもある。その場合は、月額基本料金390円とモデムのレンタル料金690円の合計1,080円でＢＢフォン（ＩＰ電話）が利用できる。

■インターネットを利用しない人

東京から名古屋（１００km以上）に１時間２０分通話した場合の比較。

	
Yahoo! BB

	月額1,080円
	203円
	

	
	■
	
	

	東京電話
	通話料金　1,458円


（2003年5月現在）　　　　　　　
●050の番号は？ 

[image: image9.png],

BHEE ] | ERBEIBHITLS
AUy —3y bR LREGAL ] |




ＩＰ電話に加入すると０５０で始まる１１桁の電話番号が付与される。

この番号はＩＰ電話用の電話番号で、一般回線からこの番号をダイヤルするとＩＰ網経由で電話をかけることができる。０５０の番号は従来の番号と併用して利用できる。 

但し、現時点ではＮＴＴの交換機が０５０の番号に対応していないため、一般電話から050の番号に電話をかけることはできない。（2003年夏ごろ対応予定）交換機が050に対応になるまでは、今までの電話番号をダイヤルする。通話料金は今までの通話料金だ。現時点では、１回線に対して０５０の番号が一つしかもらえないが、技術的には複数の番号を使うことは可能だ。複数の番号が付与されれば携帯電話と同じように一人一番号を持ちパーソナル的な利用ができることになるだろう。詳しいことは、「使い方編」で説明します。

●何が必要なの？ 

ＩＰ電話を使うためには、ブロ－ドバンド回線とＩＰ電話接続機器が必要。 

家庭で使っている電話器をモデムに接続するだけでＯＫ！

	ブロ－ドバンド回線
	ADSL
光接続
CATV
	サービス対象回線はプロバイダーによって違う。

	ＩＰ電話対応端末
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	プロバイダーからレンタルされる。
VoIP電話付モデム
またはテレフォニーアダプター（TA）

	電話機
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	家庭で使ってる電話機でOK
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●ＩＰ電話の種類 

プロバイダーの案内を見ていると、ＩＰ電話とインターネット電話の２種類を見かけることがあるだろう。

ＩＰ電話とインターネット電話はＩＰ技術を利用している点では同じなのだが、通信網とサービスの内容が異なるので注意してほしい。

	名　　称
	利用通信網
	通話品質
	IP電話番号

	Ｉ　Ｐ　電　話
	専 用 Ｉ Ｐ 網
	◯
	◯

	インターネット電話
	公衆インターネット網
	△
	×


ＩＰ電話は通信業者が独自のＩＰ通信網を利用するため、ある程度の通話品質が維持されているが、インターネット電話は公衆インターネット網を利用するため通話品質が一定とは限らない。

■国内のＩＰ電話グループ 

国内のＩＰ電話は、基幹ＩＰ網を提供する通信業者により４グループがある。

ＩＰ電話は、通信事業者、回線事業社、プロバイダーの３者の提携によりサービスが提供されるため複雑な構図になっている。

	通 信 事 業 者
	プロバイダー
	モデム提供
回線業者

	NTTコミュニケーションズ
	So-net、@nifty、OCN、Panasonic hi-ho、BIGLOBE
DreamNet、TOKAI、T-com、ASAHIネット、SANNET
ZERO、DTI、U-netSURF、ReSET.JP
	アッカ・ネットワークス

	KDDI、
日本テレコム、
TTNet
	DION、ODN、ASAHIネット、東京電話インターネット
BIGLOBE、Panasonic hi-ho、コジマネット、
デオデオエンジョイネット、SANNET
U-net SURF、InterQ MEMBERS
	イー・アクセス

	Yahoo! BB
	Yahoo! BB
	Yahoo! BB

	フュージョン
	BIGLOBE、CATV事業者、地域プロバイダー
	限定しない


サービスの窓口はプロバイダーとなっている。これだけじゃどこを選んで良いか分からないよね。
実際の通話においてどのような違いが生じてくるのか次に説明しよう。

●選び方のポイント　１ 

＜料金の違い＞
料金はどのプロバイダーともほぼ同じ料金だ。

携帯電話への通話は従来通りＮＴＴ回線を使うため通話料金は今まで通りＮＴＴから請求されることになる。
業界関係者の話によると、先発隊のYahoo! BBに横並びした結果で、これでは採算がとれないらしい。ユーザーにとっては嬉しい話だ！（笑）

	通信事業者
	プロバイダー
	基本料金
（月）
	通話料金
	機器レンタル料 (月)

	
	
	
	会員間通話
	固定電話
	

	NTTコミュニケーションズ
	@nifty
So-net
hi-ho
BIGLOBE
ASAHIネット
SANNET
	280円
	無料
	８円
	一体型：780円
TA型：380円 

TA型は他にADSL
モデムが必要

	
	OCN
DreamNet
	380円
	
	
	

	
	ZAQ（関西地区CATV13局）
	360円
	
	８.3円
	TA型：330円
7月1日サービス開始

	ぷららネットワークス、NTT-ME
	BIGLOBE
ぷらら
WAKWAK
ASAHIネット
	280円
	無料
	８円
	一体型：730円
TA型：380円
（機器はNTT東西が提供）

	
	ReSET.JP
BB.excite
	277円
	
	7.5円
	

	KDDI、日本テレコム、TTNet
	POINT
（旧 TT-net)
	100円
	無料
	7.5円
	一体型：780円
5月7日サービス開始

	
	DION
	90円～
	
	８円
	一体型：780円
TA型：380円

	
	ODN
	400円
	
	８円
	一体型：780円

	
	BIGLOBE
	不明
	
	未定
（サービス開始は４月以降）

	
	hi-ho
	不明
	
	

	Yahoo! BB
	Yahoo! BB
	390円
(*1)
	無料
	7.5円
	690円

	フュージョン
	BIGLOBE
	280円
	無料
	８円
	一体型：780円


[2003/4/20現在]　　　　 (*1)　Yahoo! BB加入者は無料。

さて、通話の相手先によって実際の料金がどのように関係してくるのか考えてみよう。
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Ａ・Ｂ間は、同じプロバイダー同士でも
　　　通話料金は無料ではない。

Ｂ・Ｃ間は、プロバイダーが違っても通
話料金は無料。

Ｄ・Ｅ間は、回線業者とプロバイダーの
両方が違っても通話料は無料なのだ

マイラインの場合は発信者側の契約内容だけだったが、ＩＰ電話の場合は発信先がどの通信業者を使っているかで通話料金が大きく変わってくる。
一番通話の多い相手と同じ通信業者を選んだのが得だろう。もうひとつのポイントは、接続端末の種類だ。

●選び方のポイント　２ 

＜提供接続端末の違い＞
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ＩＰ電話を使うためには［VoIP電話付モデム］または［ＩＰ電話アダプター（TA)］を接続する必要があるが、これらの機器は回線業者から提供されるためユーザーが自由に選ぶことができない。
これから新規にＡＤＳＬに加入する場合や乗り換えする人は、回線業者を選ぶ際に提供されるＩＰ電話接続端末（モデム等）のことも確認したのが良いだろう。
ＩＰ電話を利用するためには下記の２通りの方法がある。なるべくならば、配線方法が簡単なモデム一体型の［VoIP電話付モデム］を提供している回線業者を選んだのがいいだろう。

	通信事業者
	プロバイダー
	機器レンタル料 (月)
	回　線　事　業　者

	
	
	一体型
(*1)
	TA型
(*2)
	アッカ
	イー・アクセス
	フレッツ
	その他

	NTTコミュニケーションズ
	@nifty
	780円
	380円
	◎
	◯
	●
	T-com
TNC
◎

	
	So-net
	
	
	◎
	×
	●
	　

	
	OCN
	
	
	◎
	×
	●
	　

	
	hi-ho
	
	
	◎
	◯
	●
	　

	
	BIGLOBE
	
	---
	◎
	×
	●
	　

	
	DreamNet
	
	380円
	◎
	×
	●
	　

	ぷららネットワークス、NTT-ME
	BIGLOBE
	780円
	380円
	×
	×
	◎
	

	
	ぷらら
	
	
	×
	×
	◎
	

	
	WAKWAK
	
	
	×
	×
	◎
	

	
	ReSET.JP
	
	
	×
	×
	◎
	

	KDDI、日本テレコム、TTNet
	DION
	準備中
	◯
	◎
	●
	　

	
	東京電話
	準備中
	×
	◎
	●
	　

	
	BIGLOBE
	準備中
	×
	◎
	　
	　

	
	hi-ho
	準備中
	　
	◎
	　
	　

	Yahoo! BB
	Yahoo! BB
	690円
	---
	×
	×
	×
	Yahoo! BB
◎

	フュージョン
	BIGLOBE
	780円
	---
	×
	◎
	×
	×


[2003/4/23現在]　　　　　　
　＜凡例＞　　◎：ＩＰ電話付モデム提供　　　　◯：ＩＰ電話アダプター（TA）の提供

　　　　　　　 ●：モデムまたはＮＴＴが提供（種類は未定）　　×：提供無し　

(*1)　◎印の回線業者の場合　VoIP電話機能付モデムが提供されるためＡＤＬモデムは不要。

(*2)　◯印の回線業者の場合　ＩＰ電話アダプターのレンタル料で別途ＡＤＳＬモデムが必要。　
ADSLモデムレンタル料も含めると一体型より割高となる。

(*3)　Yahoo! BBにBBフォン使用料が含まれているため無料。

どの回線業者であってもモデム一体型を提供することは可能なのだが、ＩＰ電話用の接続機器は通信業者と提携している回線業者が提供し、ＡＤＳＬモデムはＡＤＳＬ回線を提供している回線業者が提供するためこのような複雑な現象が起きているのだ。ＩＰ接続端末提供は、ＮＴＴコムの場合はアッカ。ＫＤＤＩグループの場合はイーアクセスが提供している。たとえば、ユーザーが@nifttyのイーアクセスコースを選んでいる場合は、ＩＰ電話接続端末とＡＤＳＬモデムの提供元が違うため一体型を提供できないのだ。
@nifttyのアッカコースを選んでいる場合は、機器提供元が同じなので一体型を提供できる。既にＡＤＳＬに加入している場合はＡＤＳＬモデムは返却することになる。
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●申し込みしよう！ 

決まったらプロバイダーのＨＰから申し込みをしよう。 

申し込みはプロバイダーのホームページから簡単に申し込みができる。
１、ＩＰ電話申し込み

２、受付完了のメールが届く

３、モデム到着（宅配便で届く）

４、接続設定

５、使用開始
今現在、ダイヤルアップやＩＳＤＮで接続している場合は、ＡＤＳＬ等のブロードバンド切り替える必要がある。筆者は１月にＩＳＤＮからＡＤＳＬに乗り換えた。その時点ではまだＩＰ電話の正式運用が始まってなかった。裏情報としてアッカが一体型モデムを提供する情報を入手していたため、「アッカ１２Ｍコース」を申し込む。ＡＤＳＬは２月１０日に開通。 ＠ｎｉｆｔｙのＩＰ電話正式受付が２月２６日から開始したので申し込みをする。ＩＰ電話の申し込みから開通までの流れは以下の通りだ。
２月２６日　 WEB上からIP電話申し込みを行う 

２月２７日　 受付完了のメールが届く
３月　２日　 機器発送予定日のメールが届く 

３月　５日　「登録内容通知書」の到着（普通郵便）
３月　６日　 モデム到着（宅配便） 接続して使用開始
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